
一一)

文
化
等
に
於
て
全
く
務
自
の
特
色
あ
る
も
の
を
有
す
る
が
故
に
、
西
洋
の
墜
訟
を
利
用
し
之
に
誉
は
め
て
訂
一
に
支
那
の
こ

-
と
を
考
察
す
る
を
符
ぬ
所
以
で
あ
る
ρ

し
か
し
支
那
研
究
に
も
大
に
日
本
又
は
西
洋
の
事
物
並
に
準
設
を
参
著
す
べ
き
」
は

勿
論
で
あ
る
。

(
議
一
段
筆
記
)

師

道

就
ヘ晴、
d
d
」

て
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本
題
を
詳
し
く
申
せ
ば
、
「
師
道
を
論
じ
て
現
代
の
数
脊
に
及
、
ぶ
」
と
い
ム
の
で
あ
る
o
'
今
日
に
於
け
る
孜
践
の
紋
態
は

究
に

h

挑
ん
で
あ
る
。
内
閣
統
計
局
の
調
交
に
よ
る
と
‘

小
E堅

(
路
十
枚
数
)

問
問
一
千
校

iJ ;:;;_ 
=缶入

五郎

試数

人

(
生
徒
叡
)

塁手

二
千
六
百
校

千
一
百
一
向
人
間
一
一
川

百
四
十
科
人
口
一
州

十
一
辺
人
口
一
蹴

六
市
内
八
千
人
口
一
附

勿
論
内
森
と
も
に
充
賞
し
て
ゐ
る
所
、
も
あ
る
が
在
一
頃
科
問
中
校
問
題
、
が
多
い
事

回
高
五
千
人

‘1
1
回
一
喝
噌
1
1
.

，J

i
-
-

1日へ
hnu

九

校

八

千

人

大
正011
1ヲー‘

四

十

六

校

ヨ1.
千
七

入

期
く
盛
ん
な
肢
態
に
あ
る
向
学
校
な
れ
ど
、

は
滅
多
に
な
い
。

先
年
議
A
M
M

に
於
て
、



何
政
府
ρ

時
代
ノ
治
法
一
一
鍛
ミ
遮
カ
ニ
内
容
ノ
改
善
ヲ
断
行
ス
ベ
ジ
。

向
政
府
ρ

逮
カ
ニ
思
想
針
策
ア
決
議
ジ
民
心
ヲ
安
定
ス
ペ
ジ
。

と
い
ふ
決
議
案
乞
可
決
し
た
。
然
ら
ば
之
の
盛
ん
な
る
問
中
枚
数
育
は
如
何
な
る
風
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
ぬ
か
と
い
ふ

代
、
文
部
省
の
調
査
舎
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
案
、
が
実
現
さ
れ
る
か
未
定
で
あ
る
、
が
、
な
が
考
へ
る
に
向
学
校
教
育
に
於
て
は

設
備
な
ど
の
充
究
も
必
要
、
充
、
が
、
そ
れ
以
上
代
的
道
の
擁
立
が
必
要
だ
と
芯
ム
。
幾
多
の
向
学
校
騒
動
は
師
道
、
が
足
ら
ね
故

に
起
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ム
。
依
っ
て
か
¥
る
黙
か
ら
的
道
代
就
い
て
述
べ
や
ラ
と
忠
ム
。
先
づ
師
と
い
よ
事

で
あ
る
、
が
、
之
に
四
種
の
意
あ

b
。
第
一
一
は
衆
多
の
意
、
第
二
は
軍
族
、
第
三
は
長
官
、
第
四
は
数
育
者
。
設
文
に
よ
る

と
仰
の
兵
般
的
意
味
を
説
明
せ
ず
だ

y
本
文
代
、
二
千
五
百
人
魚
師
、

A
m
A
白
、
自
問
市
来
意
也
、
と
あ
る
、
が
之
の
意

味
ほ
よ
く
分
ら
な
い
。
で
白
、
が
問
題
と
な
る
、
が
‘
自
は
阜
と
同
じ
で
あ
る
か
否
か
切
か
で
な
い
。
次
に
的
と
い
ム
は
或
人
の

設
に
留
と
い
ふ
の
と
同
じ
、
だ
と
い
ム

J

郎
ち
自
は
象
形
わ
P
D
(
留
の
形
)
よ

b
来
だ
と
い
ふ
。
一
五
来
留
は
我
ム
ザ
の
入
口
で
あ

b
、
又
一
本
で
は
用
を
な
さ
ね
故
に
多
数
の
意
と
な
る
。
又
多
く
し
て
佼
み
砕
い
て
行
く
放
に
軍
放
の
意
と
な
る

d

又
歯

は
物
を
攻
み
は
附
γ

て
一
系
げ
て
胃
へ
迭
る
放
に
乙
れ
か
ら
数
育
者
の
意
と
な
る
と
い
よ
の
で
あ
る
。
次
代
乙
の
師
字
、
が
用
び

ら
れ
て
居
る
経
蓄
の
例
を
み
る
に
、
河
口
扮
締
・
卦
一
一
一
一
一
一
地
水
締
で
水
が
地
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
象
停
に
師
衆
也
水

、
が
地
中
に
あ

b
て
用
を
な
す
と
同
じ
く
、
円
上
に
立
つ
者
、
が
衆
を
養
ム
の
意
に
解
し
て
居
る
、
故
に
多
数
と
か
一
一
一
党
ふ
と
か
の

意
で
あ
る
。
次
に
書
経
に
は
前
述
の
四
種
の
意
、
が
侍
れ
に
も
含
ま
れ
て
居
る
。
発
出
品
(
に
、
衆
多
の
意
に
、
汝
惟
不
怠
統
股

締
と
あ
λ
y
o

軍
殺
の
意
に
は
、
群
后
以
締
盛
一
-
合
と
か
六
将
と
か
え
え
。
長
営
の
意
に
は
、
郎
氏
と
あ

b
。
教
育
者
の
意
に

は
作
之
君
作
之
師
、
と
あ
る
。
是
等
を
み
る
に
大
館
の
本
義
は
多
数
の
意
で
あ

b
、
そ
れ
か
ら
客
意
、
が
波
生
し
た
も
の
で

ー

-， -



四

あ
ら
う
。
今
放
に
述
。
へ
ゃ
う
と
す
る
も
の
は
数
育
者
と

L
て
の
郊
で
共
の
他
の
も
の
に
は
鈎
れ
な
い
で
お
く
コ
抑
も
師
た

る
も
の
、
本
務
は
如
何
、
又
之
が
ど
う
援
護
し
て
来
た
か
に
つ
い
て
遮
ベ
や
ラ
と
思
ム
。
数
育
者
な
る
も
の
¥
内
容
を
解

務
し
た
古
い
書
は
害
経
中
の
湾
官
、
及
び
局
穫
で
あ
る
。
照
宮
に
は
三
公
(
太
保
・
太
郎
・
太
待
)
三
議
あ
ム
リ
。

記
し
て
そ
の
域
分
に
つ
い
て
は
、
論
道
経
邦
、
受
理
陰
陽
(
三
公
)
。
武
公
弘
北
一
去
々
(
三
議
)
と
あ
る
つ
乙
の
道
と
は

所
諮
天
地
の
大
道
で
、
之
に
よ
っ
て
、
人
物
凡
て
の
、
も
の
¥
規
範
を
一
不
し
、
造
化
を
助
け
程
よ
き
政
治
を
施
し
君
を
締
け

る
意
と
な
る
の
が
局
官
の
設
切
で
あ
る
。
実
認
新
書
の
中
に
保
傍
の
一
籍
あ
ち
。
之
に
は
係
者
保
共
身
鰹
得
者
侍
之
徳

」
袋
、
何
者
道
之
教
訓
、
と
あ
b
o
叉
府
機
地
ハ
日
に
は
郎
氏
保
氏
と
あ
b
、
郎
氏
と
保
氏
と
格
並
ん
で
ゐ
る
が
郎
氏
は
三
徳

三
行
を
敬
へ
、
保
氏
は
六
婆
六
儀
を
数
へ
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
之
に
就
い
て
利
均
遜
は
郎
氏
は
徳
行
を
数
へ
る
故
に
大

向
学
の
数
で
あ
る
。
保
氏
は
婆
儀
を
数
へ
る
放
に
小
撃
の
数
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
る
。
是
に
由
て
見
る
と
似
た
る
も
の
は
主

と
し
て
精
神
方
面
の
敬
一
設
を
掌
る
も
の
と
え
ら
れ
る
。
出
し
て
と
の
郎
氏
保
氏
は
路
子
を
の
み
数
へ
た
も
の
で
、
一
般
の

地
方
教
育
に
就
い
て
は
、
同
じ
く
大
川
徒
の
以
本
俗
六
安
湾
民
の
下
、
西
日
続
的
儒
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の

的
保
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
併
す
べ
き
ん
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
鄭
玄
は
之
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
郷
里
に
道
袋
宮
教
へ

る
も
の
と
一
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
ο

王
際
電
は
師
は
主
と
し
て
道
徳
、
総
は
六
裂
を
数
へ
る
と
解
し
て
居
る
J

γ

印
し
て
突
の
数
ふ
る

も
の
は
所
前
郷
の
三
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
六
徳
、
六
行
、
六
畿
で
‘
乙
の
中
六
徳
六
行
、
が
郎
、
六
畿
が
慌
の
数
ム
'
る
市
川

の
も
の
と
考
へ
る
之
と
が
出
来
る
。
是
等
の
例
か
ら
考
へ
る
と
郎
た
る
も
の
の
本
務
は
主
と
し
て
精
神
的
人
格
的
な
も
の

で
、
唯
一
記
一
一
間
僻
勾
の
乙
と
を
敬
へ
る
、
が
如

3
も
の
で
な
い
。
故
に
格
認
準
認
に
、
記
問
之
筆
、
不
ν
足一
-h
以
然
二
人
的
一
と
あ

る
。
思
ょ
に
師
の
本
分
は
、
上
は
天
子
、
下
は
一
一
般
民
入
に
支
る
お
)
徳
を
修
め
、
行
を
街
み
、
そ
の
人
格
子
一
作
る
一
本
に
あ



る
。
で
か
元
る
本
分
止
も
て
る
仰
は
、
白
ら
そ
の
範
を
設
れ
て
自
ら
修
め
れ
μ
ば
な
ら
ね
し
路
っ
て
か
L

る
人
格
の
も
の
は

自
然
に
人
の
上
代
立
ち
長
官
と
な
b
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
君
仰
と
絡
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
芳
一
帥
は
一
つ
で
あ
る
。
位

J

の
れ
ば
君
ぜ
あ
'
夕
、
無
け
れ
ば
仰
で
あ
る
。
風
十
記
に
、
能
然
郎
、
然
後
能
匁
長
、
能
魚
長
、
然
後
能
免
君
、
故
師
也
者
所

以
問
中
潟
芳
也
と
あ
る
の
で
あ
る

u

凡
て
人
を
導
く
人
は
や
が
て
自
分
が
桜
準
と
な
る
。
か
く
の
知
主
人
を
遺
る
の
が
仰
た

る
も
の
¥
本
分
で
あ
る
。

~
)
N
S
N
O
P

、
が
泊
。
匂
志
向
去
に
於
て
、
「
凡
そ
世
を
支
配
す
る
人
は
哲
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
」
と
一
一
出
回
っ

た
の
は
乙
の
仰
の
意
と
似
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
数
育
と
は
何
か
と
い
よ
に
.
程
伊
川
の
一
誌
に
「
君
子
之
数
人
也
、
或
引
之
、

或
拒
之
、

h

一
以
各
国
防
川
勝
者
成
之
而
巳
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。
つ
ま

b
数
へ
る
と
い
ふ
乙
と
は
そ
の
入
の
偲
牲
を
引
当
出
し
た

b
、
紋
け
た
る
も
の
を
補
っ
た

b
し
て
人
格
を
完
成
せ
し

U
る
に
あ
る
。
故
に
婦
た
る
者
は
そ
れ
白
ら
完
全
で
な
く
て
は

な
ら
ね
。
唯
物
宮
博
く
…
誠
っ
て
ゐ
る
丈
で
は
締
と
は
な
れ
ね
。
十
句
子
、
が
郁
術
有
四
、
(
中
路
)
博
習
不
血
(
一
為
。
と
い
っ
て
ゐ

る
の
も
乙
の
意
で
あ
る
。
故
に
孟
子
は
、
人
之
忠
在
好
魚
入
婦
と
述
べ
た
の
で
あ
る
υ

か
く
の
如
く
仰
の
意
を
解
す
る
と
と
、
が
師
字
の
用
び
ら
れ
た
尿
意
で
之
、
が
後
に
色
々
と
遜
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
孔
子
自
身
は
位
無
か
b
し
も
、
翠
徳
を
修
め
以
て
子
弟
を
数
育
し
た
。
そ
の
孔
子
の
弟
子
を
導
く
上
代
偶
人
個
人
の

特
長
に
出
て
徳
行
・
故
事
・
ニ
一
一
口
語
・
文
撃
の
四
科
に
分
け
た
。
乙
の
四
科
に
は
軽
重
の
差
は
な
い
、
が
張
ひ
て
一
一
一
一
口
へ
ば
徳
行

、
が
主
で
あ
る
。
ミ
れ
孔
子
の
数
育
の
限
河
口
で
あ
る
。
孔
子
も
師
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
色
々
と
述
べ
て
ゐ
る
。
滋
故
認
知
'
新

所
以
食
入
師
尖
ぱ
三
人
行
必
有
我
締

d

営
仁
不
一
議
於
締
。
と
い
ム
が
如
き
乙
れ
で
あ
る
。
孔
子
自
身
、
が
人
を
数
へ
る
に
熱

心
な

b
し
は
ニ
一
一
日
ふ
迄
も
な
い
。

的
た
る
も
の
¥
子
弟
に
謝
す
る
関
係
は
孔
子
と
七
ナ
ニ
弟
子
の
如
き
関
係
に
於
て
始
め
て
み
エ
い
と
言
へ
る
。
孟
子
も
亦

一
五



-'-・/、

郎
に
放
い
て
色
々
と
戒
め
て
ゐ
る
。

m
似
'
令
委
指
を
数
へ
る
も
の
に
し
て
も
亦
人
格
、
が
本
で
あ
る
乙
と
を
設
い
た
の
は
、
孟

子
中
に
逢
家
島
一

a

射
於
努
云
与
の
話
で
よ
く
分
る
。
部
ち
託
子
は
殺
さ
れ
た
努
に
罪
あ
b
と
し
て
春
秋
の
例
を
一
引
い
て
ゐ

る

υω
ち
婆
能
ル
バ
)
初
日
ム
'
に
も
そ
の
人
格
子
)
遇
し
て
脅
ふ
べ
き
で
あ
る
と
い
ム
意
て
ゐ
る
心
場
く
制
作
一
る
も
の
は
主
と
し
て

人
格
の
達
成
数
一
一
夜
、
が
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
の
韓
退
之
が
郎
設
に
於
て
「
嵯
乎
似
道
之
不
停
也
久
夫
し
と
あ
る

が
、
之
に
鈎
し
抑
宗
一
克
は
今
之
世
不
問
存
仰
と
一
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る

J

し
て
見
れ
ば
唐
に
は
料
道
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
へ
る

J

そ

れ
は
春
秋
戦
協
の
世
代
は
道
行
は
れ
ず
と
も
制
送
は
存
し
て
ゐ
だ
が
、
法
代
に
及
ん
で
は
的
中
風
が
一
竣
し
、

友
人
ソ
師
弟
の
関
係
は
密
接
に
は
な
っ
た
、
が
そ
の
間
の
意
義
は
竣
っ
て
来
た
。

一
一
科
専
問
と

じ
ら
れ
て
居
た
が
、

そ
れ
で
も
前
浅
時
代
で
は
ま
だ
人
格
が
主
ん

後
淡
の
頃
に
は
裂
能
が
重
視
点
~
れ
る
や
ラ
に
な
っ
た
u

所
く
し
て
ほ
代
に
於
て
は
愈
ミ
一
的
治
は
す
た

れ
た
。

斡
退
之
の
的
設
に
お
し
て
柳
宗
一
克
は
郷
捻
し
て
、

伐
才
能
勇
敢
.

不
知
伴
、
退
之
、

故
不
怨
人
郎
、
(
報
巌
厚
興
会
)
と
い
っ
て
必
る

u

何
れ
に
し
て
も
兎
に
角
氏
代
に
は
い
凶

選
と
い
ふ
も
の
は
振
は
な
か
っ
た
。

山
本
代
に
一
唯
一
っ
て
時
勢
、
が
一
緩
す
る
と
共
に
側
近
も
亦
括
的
興
し
た
も
の
と
お
め
ら
れ

る
。
し
か
し
そ
れ
も
科
烈
の
制
が
布
か
れ
る
や
う
に
な
っ
て
人
格
達
成
と
い
ム
目
的
に
副
は
な
い
弊
を
生
じ
た
。
放
に
米

子
を
し
て
、
一
州
生
相
説
、
決
然
如
行
路
之
人
と
歎
ぜ
し
め
た
。
朱
子
は
料
道
に
到
し
て
、
「
欲
革
北
(
弊
、
刊
日
ベ
去
一
仁
山
弘
之

制
、
探
土
之
有
道
徳
、
可
怨
人
一
川
者
以
急
路
三
石
市
久
笠
(
任
、
使
之
議
明
道
輩
、
以
数
訓
共
感
者
云
々
と
論
じ
て
改
革
の
必

市
交
を
説
い
た
の
で
あ
る

Q

之
に
依
っ
て
も
大
作
一
常
時
の
町
内
十
嵐
が
分
る
と
忠
ム
。
之
よ
ら
一
冗
@
明
・
お
と
侍
る
に
従
ひ
一
方

に
は
宋
の
気
風
な
受
け
的
道
を
和
…
常
に
章
一
ん
じ
た
も
の
も
あ
っ
た
、
が
、
ふ
人
民
・
0
誕
能
そ
数
へ
る
事
に
傾
込

J
L

し
は
止

vb・4

ふ付

な
い
乙
と
で
あ
る
。
泊
代
の
一
万
之
裂
が
削
必
代
、
十
υ
之
郎
也
以
道
今
之
郎
也
以
雲
中
略
人
才
之
は
俊
一
求
、
白
川
守
一
之
符
失
、



天
下
日
競
於
無
用
之
袋
、
雨
欲
以
求
古
者
明
儲
達
用
之
材
、
主
ハ
不
可
得
弘
、
審
失
、
と
逮
ベ
て
居
る
が
至
論
と
い
ふ
べ

き
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
大
鰹
師
道
の
料
償
還
を
設
さ
終
へ
た
。
然
ら
ば
今
日
我
々
は
数
育
者
と
し
て
之
を
如
何
に
し
た

な
ら
よ
い
か
と
考
へ
る
に
、
一
泡
頃
師
範
問
中
校
を
昇
格
し
て
専
問
的
学
校
程
度
に
せ
ん
L
」
い
ふ
案
、
か
あ
る
が
、
之
は
師
道
向
上

の
上
よ

b
も
相
態
し
い
施
設
と
忠
ふ
、
が
、
之
、
が
翠
に
撃
科
を
増
し
た

b
、
程
度
を
高
め
た

b
す
る
が
如
さ
も
の
な
ら
ば
締

遂
の
振
は
ぎ
る
事
は
従
来
と
同
じ
で
あ
る
と
思
ム
。
現
代
宮
本
の
数
育
は
欧
米
に
範
を
採
っ
て
か
な

b
複
雑
で
あ
る
0

3

れ
ば
唯
所
定
の
撃
科
に
の
み
逐
は
れ
て
活
て
人
格
的
数
養
に
う
い
て
は
殆
ん
ど
見
る
に
足
る
も
の
、
が
な
い
。
此
の
黙
に
つ

い
て
も
つ
ξ
考
へ
る
事
、
が
必
要
で
は
な
い
か
。
然
ら
ば
何
れ
の
黙
を
改
む
べ
き
か
。
的
た
る
も
の
¥
本
来
の
意
義
を
明
ら

か
に
し
、
事
校
の
制
度
組
織
の
上
に
之
を
呉
鰹
化
す
る
や
ラ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
、
又
郎
た
る
も
の
¥
資
格
に

改
善
を
加
へ
、
共
の
人
格
と
い
ふ
乙
と
に
重
結
を
置
く
事
等
、
が
緊
要
で
あ
る
。
乙
れ
が
改
革
に
は
本
率
、
が
中
心
ー
と
な

b
、

墜
界
の
輿
論
・
一
位
舎
の
輿
論
に
訴
へ
、
そ
の
安
現
を
期
す
る
や
う
に
努
h
u

べ
き
だ
と
思
ム
ο

北
口
翠
堂
に
於
て
輪
議
を
認
す

る
一
時
、
そ
の
順
序
は
人
格
を
中
心
に
し
て
定
め
て
ゐ
だ
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
所
、
が
今
日
で
は
操
行
結
な
ど
は
第
二
伎
に

置
か
れ
て
ゐ
る
。
一
一
般
事
校
に
於
て
、
各
生
徒
の
人
格
黙
と
い
ム
や
う
な
も
の
を
意
一
読
し
て
、

m
収
入
弔
問
単
科
は
よ
く
て
も
人

格
駄
の
足
ら
な
い
も
の
は
、
落
第
さ
す
と
い
ム
規
定
で
も
設
け
た
ら
よ
い
と
思
ム
。
人
格
黙
は
ど
ラ
し
て
つ
け
る
か
と
い
へ

ば
関
係
数
師
会
舘
の
投
票
で
さ
め
て
も
よ
い
と
忍
ム
リ
乙
の
事
は
授
に
或
る
雑
誌
に
お
ほ
表
し
た
、
が
、
何
れ
に
し
て
も
人
物

に
重

3
を
あ
く
乙
と
、
が
必
要
で
あ
る

J

市
し
て
そ
れ
に
は
先
づ
数
師
た
る
も
の
¥
人
格
が
十
分
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
υ

(
講
演
筆
記
)

z七
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